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セグメント別総利益推移
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主要PL項目の前年同期比増減（ 9ヶ月）

○売上高・・・ 過去最高
（ 従来の最高は前年同期の15.3兆円）

○売上総利益・・・ 過去最高益
（ 従来の最高益は前年同期の8, 534億円）

○営業利益・・・ 過去2番目の水準
（ 過去最高益は前年同期の3, 066億円）

○当期純利益・・・ 過去2番目の水準
（ 過去最高益は前年同期の3,492億円）

○基礎収益・・・ 過去2番目の水準
（ 過去最高益は前年同期の5,061億円）

○売上高・・・ 過去最高
（ 従来の最高は前年同期の15.3兆円）

○売上総利益・・・ 過去最高益
（ 従来の最高益は前年同期の8, 534億円）

○営業利益・・・ 過去2番目の水準
（ 過去最高益は前年同期の3, 066億円）

○当期純利益・・・ 過去2番目の水準
（ 過去最高益は前年同期の3,492億円）

○基礎収益・・・ 過去2番目の水準
（ 過去最高益は前年同期の5,061億円）

過去のトラックレコード
（ 第3四半期累計ベース）
過去のトラックレコード
（ 第3四半期累計ベース）（ 億円）

（ 億円）
2006年度

第3四半期累計
2007年度

第3四半期累計
増減 増減率

2007年度
通期見通し

達成率

売上高 153,034 171,297 18,263 12% 220,000 78%

売上総利益 8,534 8,875 341 4% 12,200 73%

営業利益 3,066 2,782 ▲ 284 -9% 3,850 72%

当期純利益 3,492 3,456 ▲ 36 -1% 4,300 80%

基礎収益 5,061 4,731 ▲ 330 -7% 6,500 73%

※四半期決算を開始した
2000年度以降が比較対象
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《 売上総利益の前年同期比増減 》

豪州資源関連子会社（原料炭）における販売価格低下による取引利益減少があったものの、食料関連会社の子会社化の影響や、国
内不動産関連事業の好調が上回り、前年同期比89億円（3%）の増益となった。

《 営業利益の前年同期比増減 》
豪州資源関連子会社（原料炭）における販売価格低下による取引利益減少により、前年同期比▲135億円（13%）の減益となった。

主要PL項目の前年同期比増減 （ 3ヶ月）

（ 億円）
2006年度第3四半期
（ 2006年10月～12月）

2007年度第3四半期
（ 2007年10月～12月）

増減 増減率

売上高 54,677 60,571 5,894 11%

売上総利益 2,875 2,964 89 3%

営業利益 1,016 881 ▲ 135 -13%

当期純利益 1,144 1,079 ▲ 65 -6%

基礎収益 1,778 1,560 ▲ 218 -12%

《 基礎収益の前年同期比増減 》
営業利益の減少に加え、受取配当金や持分法損益が減少したことから、前年同期比▲218億円（12%）の減益となった。
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《 当期純利益の前年同期比増減 》
営業利益の減少（▲135億円）に加えて、前年同期に発生した株式売却益の反動による有価証券損益の悪化（▲131億円）があったも
のの、取引関連で発生する為替関連損益の改善により、前年同期比▲65億円（6%）の減益となった。
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ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ事業

（ 億円）

セグメント別当期純利益の前年同期比増減

○イノベーション事業（17億円の減益）
前年度の株式売却益の反動減ほか

○新産業金融事業（63％減益）
開発不動産の売却益やREIT関連収益の
増加に加え、物流事業が全般的に好調で
あったものの、前年度ダイヤモンドシティ
株式売却益の反動により減少

○エネルギー事業（15％増益）
油価上昇に伴う海外資源関連子会社での
利益増に加え、サハリン・エナジー社
株式売却益や、海外配当に関する税額控除
メリットの一部先行計上による増加

○金属（13％減益）
豪州資源関連子会社（原料炭）における
販売価格低下による減少

○機械（17％増益）
前年度における株式売却益の反動減があった
ものの、海外IPP事業における新規連結、
及びアジアにおける自動車市況の回復と
為替の影響により増加

○化学品（44％増益）
石化事業関連会社の持分上昇による
税メリットの影響、及び現地法人における
取引好調による増加

○生活産業（14％増益）
前年度における株式売却益の反動減があった
ものの、食料関連事業好調により増加

○イノベーション事業（17億円の減益）
前年度の株式売却益の反動減ほか

○新産業金融事業（63％減益）
開発不動産の売却益やREIT関連収益の
増加に加え、物流事業が全般的に好調で
あったものの、前年度ダイヤモンドシティ
株式売却益の反動により減少

○エネルギー事業（15％増益）
油価上昇に伴う海外資源関連子会社での
利益増に加え、サハリン・エナジー社
株式売却益や、海外配当に関する税額控除
メリットの一部先行計上による増加

○金属（13％減益）
豪州資源関連子会社（原料炭）における
販売価格低下による減少

○機械（17％増益）
前年度における株式売却益の反動減があった
ものの、海外IPP事業における新規連結、
及びアジアにおける自動車市況の回復と
為替の影響により増加

○化学品（44％増益）
石化事業関連会社の持分上昇による
税メリットの影響、及び現地法人における
取引好調による増加

○生活産業（14％増益）
前年度における株式売却益の反動減があった
ものの、食料関連事業好調により増加

セグメント別増減理由セグメント別増減理由

資源価格の推移（ 9ヶ月平均）

2006年度

第3四半期

2007年度

第3四半期
増減

通期見通し

の前提

油価( ＄/BBL）

（ ﾄﾞﾊﾞｲ） 62.7 72.7 10.0 69.1

銅地金（ ＄/MT） 7,316 7,514 198 7,366

ｱﾙﾐ地金（ ＄/MT） 2,620 2,584 ▲ 36 2,527
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有利子負債（NET) 株主資本 有利子負債倍率（NET)

株主資本と有利子負債の増減

（億円） （倍）

①当期純利益の積み上がり
（3,456億円）

②配当金支払
（ ▲899億円）

③未実現有価証券評価益の減少
（ ▲369億円）
・・・・保有上場株式の含み益減少

④為替換算調整勘定の改善
（ 239億円）
・・・・豪ドル等での円安の影響

⑤自己株式の取得による減少
（▲1,501億円）

①当期純利益の積み上がり
（3,456億円）

②配当金支払
（ ▲899億円）

③未実現有価証券評価益の減少
（ ▲369億円）
・・・・保有上場株式の含み益減少

④為替換算調整勘定の改善
（ 239億円）
・・・・豪ドル等での円安の影響

⑤自己株式の取得による減少
（▲1,501億円）

主な株主資本増減要因
（ 2007年3月末比）

主な株主資本増減要因
（ 2007年3月末比）


